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【つなぐ】～地域の方々と医療をつなぐ、信頼される病院を目指して～

つなぐつなぐつなぐ
「循環器内科」の神田 茂孝医師にお話を伺いました

2020年度　新任医師紹介

人生100年時代到来、健康で元気に長寿を目指したいものです。そのために
欠かせないのは、がん対策生活習慣病対策です。
高血圧・高脂血症・糖尿病・肥満でお薬を飲んでいる方は、それだけでは
生活習慣病対策になりません。そして高齢になればなるほど確率の高くなる
がん悪性腫瘍の対策も必要です。
意欲はあるけどなかなかダイエットや運動・検診が実行でき
ない方、「がん対策生活習慣病外来」にご相談ください。
一枠15分の予約制となっており、健康長寿のための対策を
丁寧に診断指導いたします。

ご予約：B館2階外来受付   TEL 03(3752)3151

　　　

消化器疾患の中で、肝胆膵疾患は意外に多いことをご存じですか？
検診でも一般クリニックでも超音波検査の進歩から、結石や嚢胞(液体の貯留)、
腫瘍が発見されることが増えましたが、実は確定診断や治療は難しいことが
多いのです。
胆石症は外科的切除が目標になりますが、高齢者や持病
の関係で手術ができない患者さんには、内視鏡的テク
二ックを駆使して石を取り除いたり、炎症を抑える
治療も行えます。
肝胆膵の腫瘍は、消化管にできる腫瘍と異なり確定
診断が難しく、悪性の場合、予後は不良です。そして
治療は手術療法が推奨されますが、肝胆膵手術は高難度
手術とされ、高技術と豊富な経験が必要とされています。
肝胆膵外来は、腹腔鏡手術、内視鏡検査処置、そして肝胆膵高難度手術多数例の
経験を有する医師が担当致します。

肝臓

膵臓

胆道

肝胆膵(肝臓・胆道・膵臓)専門外来肝胆膵(肝臓・胆道・膵臓)専門外来

がん対策生活習慣病外来がん対策生活習慣病外来

：月曜日午後(予約制)

：水曜日午後(予約制)

・日本外科学会専門医指導医　　　 ・日本膵臓学会指導医
・日本消化器病学会専門医指導医　 ・日本胆道学会指導医
 ･日本消化器外科学会専門医指導医

担当医:飛田 浩輔 医師(外科） 循環器内科　神田　茂孝
カンダ　  　　シゲタカ

小児科　荻原　大
　  　オギハラ　　　ダイ

腎臓内科　久寶　彩乃
クボ　  　　　アヤノ

整形外科　田島　秀之・劉　智博
タシマ　  　　ヒデユキ　　  リュウ　　  トモヒロ

放射線科　保坂　憲史
ホサカ　  　　ノリフミ

歯科口腔外科　金子　明寛・山口　佳宏・下山　翼
カネコ　  　　アキヒロ　　　 ヤマグチ　　　 ヨシヒロ　　　  シモヤマ　 　ツバサ

2020年度より当院へ赴任いたしました不整脈専門医の神田茂孝と申します。
当院では 頻脈性不整脈に対する“カテーテルアブレーション”および“植え込み
型除細動器（ICD）”の治療を積極的に行ってまいりますのでよろしくお願い申し
上げます。

カテーテルアブレーションとは、カテーテルという細い管を下肢の
血管から心臓まで進めて行き、不整脈の原因となる異常電気回路や
異常興奮組織を焼灼することで頻脈性不整脈を根治することを目的
として行われます。
この治療法は外科的手術に比べメスを使わないので患者さんへの体への負担が少ない
治療法です。最近では慢性化していない心房細動に対するスタンダードな治療方法と
なっております。不整脈でお困りの方はご相談下さい。

※植え込み型除細動器（ICD）とは：心臓突然死の原因となる危険な不整脈である心室細動や心室
頻拍（心臓がけいれんした状態となり全身への血液の流れが途絶してしまう）などが起きた際に
患者さんの生命を守ってくれる　ペースメーカーとAED（自動体外式除細動器）の両者の機能を
有する植え込み型医療機器の事です。　



池上総合病院　外科　 ※ご予約はA館１階患者様支援センターまで鏡視下手術

《 外来担当医表 》

外科の特徴

外科医師紹介 -Doctor Introduction-

ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭＡＭTAKAO MACHIMURAＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡ町村　貴郎
ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭＡＭＯＴＯ名誉院長

ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡKENJI ISHIKAWAＭＡＳＡＫＡＺＵ Ｙ石川　健二
ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭＡＭＯＴＯ副病院長、消化器副センター長

ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＯMAKI FUKASAWAＭＡＳＡＫＡＺＵ Ｙ深澤　麻希
ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭＡＭＯＴＯ外科科長

ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭKOUSUKE TOBITAＭＡＳＡＫＡＺＵ Ｙ飛田　浩輔

ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡＭMASASHI SUZUKIＭＡＳＡＫＡＺＵ Ｙ鈴木　理之 ＭＡＳＡＫＡＺＵ ＹＡYUKA OSHIMAＭＡＳＡＫＡＺＵ Ｙ大島　由佳

外科では主に胃腸病、乳腺、内分泌腺の手術、治療を行います。

食道、胃、大腸、肝臓、膵臓、胆道、乳腺や甲状腺等が対象と

なります。患者さん自身が自覚しづらい内臓疾患が多いため、

直接外科を受診されることはほとんどありません。多くの患者

さんは内科での診察や検査で異常を指摘され、詳細な検査や

手術治療を必要として当科を受診されます。内科の先生から外科

受診を勧められた際にはご相談ください。

・がんを取るための手術治療　　
・がんの病勢をコントロールするための抗がん剤治療
・終末期がんにおける疼痛などの苦痛を和らげる緩和治療

　  ※  がん、とひと言で言っても早期から進行がん、再発や
　　　末期の方がいます。各々の病状時期にあわせてその方
　　　に必要な治療を行います。近年は高齢化がすすみ、
　　　ガイドラインにある標準治療が必ずしもすべての方へ
　　　適応となるものではありません。
　　　良りよいQOL（生活の質）が保たれる治療を目指します。

がんの治療を行っています

B館2階化学療法室

　  脱腸(そけいヘルニア)、胆石症、虫垂炎、お腹の中、腸や皮膚のデキモノなど良性
　 ではあるけれど、手術でしか治せないものを治療します。

良性疾患の手術を行います

　  急性虫垂炎、腸穿孔、腸閉塞、腹膜炎など緊急を要する病気。数時間～数日の間に
　  未治療のままでは生命を脅かすようなものに対し、緊急手術を行います。

緊急手術に対応します

お腹の中にカメラを入れ小さな創で行う手術です。創(開放性損傷)の大きさは美容

的な面が注目されがちですが、小さなキズは術後の痛みを軽減するだけでなく、患者

さんの体にかかる負担を小さくし、社会復帰までの期間が短いと言われています。

当院では胃腸の癌、虫垂炎、ヘルニア、胆石症で積極的に行っています。

病状によっては適応とならないことがあります。ご相談ください。

腹腔鏡手術を積極的に行っています

・消化器がん(食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、胆管、膵臓)　・乳癌　
・甲状腺腫瘍　　・脱腸(そけいヘルニア、腹壁瘢痕ヘルニア、臍ヘルニアなど)　
・虫垂炎　・胆石症　・肛門病(痔)　
 ･胃腸の救急疾患(腸閉塞、腸穿孔、出血、腹膜炎)

主な疾患

※

※2020年4月22日までは水曜午前です
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